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の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
の
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

市
営
バ
ス
は
昭
和
29

年
２
月
に
開
業
し
、
動
く
市
道

と
し
て
市
勢
の
発
展
と
共
に
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
府
内

唯
一
の
公
営
バ
ス
と
し
て
の
利

点
を
生
か
し
、
市
民
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
定
期

券
販
売
窓
口
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
し
利
便
性
向
上

を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
、
行

政
施
策
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
輸

送
の
確
保
、
運
転
士
の
資
質
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て

は
、
大
幅
な
減
便
等
の
課
題
を

克
服
す
る
た
め
、
一
部
の
始
発

便
の
繰
り
下
げ
等
を
行
う
な
ど

市
民
の
皆
様
へ
の
影
響
が
最
小

限
と
な
る
よ
う
工
夫
し
、
路
線

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
事
業

業
務
継
続
計
画
と
受
援
計
画
の

見
直
し
の
内
容
と
効
果
は

　

議
員　

業
務
継
続
計
画
と
受

援
計
画
に
つ
い
て
、
南
海
ト
ラ

文
化
資
産
の
活
用
な
ど
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
拠
点
の
形
成

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
京
都
線
の
鉄
道

高
架
化
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府

や
Ｊ
Ｒ
な
ど
関
係
機
関
で
構
成

す
る
勉
強
会
に
お
い
て
各
種
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
様
々

な
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
、
早

期
に
事
業
の
実
現
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
事
業
主
体
と
な
る
大
阪

府
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

市
営
バ
ス

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
策
は

　

議
員　

開
業
70
周
年
を
迎
え
、

府
内
唯
一
の
公
営
バ
ス
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
総
括
と
今
後
の
展

開
、
ま
た
、
２
０
２
４
年
問
題

公明党議員団

未来への希望と安心を届け、
成長発展の軌道を確かなものにする
市政運営を！
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富
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

今
後
の
取
り
組
み
は

　

議
員　

本
市
西
部
の
都
市
拠

点
と
し
て
の
富
田
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
と
、
Ｊ
Ｒ
高
架
化
の
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

富
田
地
区
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
摂
津
富
田

駅
と
阪
急
富
田
駅
周
辺
を
富
田

都
市
拠
点
に
位
置
付
け
、
都
市

基
盤
の
強
化
や
貴
重
な
歴
史
・

フ
地
震
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
を
追

加
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
な
内
容
と
効
果
は
。

　

市
長　

現
行
の
業
務
継
続
計

画
及
び
受
援
計
画
で
は
、
直
下

型
の
地
震
被
災
時
に
他
の
自
治

体
か
ら
の
受
援
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、
地
震
発
生
時
に
は
、

太
平
洋
沿
岸
部
の
自
治
体
に
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

受
援
が
期
待
で
き
な
い
状
況
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
対
応
し
た
非
常

時
優
先
業
務
等
の
必
要
人
数
を

改
め
て
精
査
し
、
各
計
画
の
見

直
し
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
員

や
資
源
を
最
大
限
生
か
し
、
円

滑
に
応
急
対
策
が
実
施
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
育
需
要
の
増
加
に
対
応
し
た

認
定
こ
ど
も
園
化
の
推
進
を

　

議
員　

保
育
需
要
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
公
立
幼
稚
園
の

認
定
こ
ど
も
園
化
の
推
進
が
重

要
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
総
括
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

保
育
需
要
の
増
大
や

公
立
幼
稚
園
に
お
け
る
入
園
児

数
の
減
少
等
に
対
応
す
る
た
め
、

第
１
次
・
第
２
次
市
立
認
定
こ

ど
も
園
配
置
計
画
を
策
定
し
、

公
立
幼
稚
園
等
の
整
理
・
集
約

及
び
民
間
の
積
極
的
活
用
に
よ

る
認
定
こ
ど
も
園
化
を
進
め
、

幼
稚
園
８
か
所
と
保
育
所
５
か

所
を
公
民
合
わ
せ
て
９
か
所
の

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
受

け
入
れ
枠
の
拡
大
や
適
切
な
集

団
保
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
型
保
育
事
業

の
卒
園
児
の
受
け
入
れ
先
の
確

保
策
と
し
て
、
令
和
７
年
度
か

ら
３
年
保
育
を
実
施
す
る
幼
稚

園
５
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
や

施
設
の
整
理
・
集
約
に
よ
り
、

教
育
・
保
育
提
供
区
域
ご
と
に

核
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
を
設

置
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て

　

議
員　

（
仮
称
）
地
域
共
生

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
他
市
に
先
例

の
な
い
新
し
い
取
り
組
み
と
考

え
ま
す
が
、
地
域
共
生
社
会
実

現
に
向
け
、
今
後
の
地
域
の
主

体
性
を
引
き
出
す
方
法
と
整
備

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

（
仮
称
）
地
域
共
生

▲�にぎわいが感じられる阪急富田駅周辺


